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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・データベースの見直しを3月中に行う。詳しくは鳥谷部まで。

・庶務より連絡あり。

現在、手指消毒液は、在庫が無い状態になっています。
先日、除菌電解水を分けて貰う事が出来ました。
電解水なのでアルコール消毒液とは違いますが、エタプラスと同じように使用出来ます。

注意点ですが、除菌したい所に直接、使用し、布・絹やスウェードには、吹きかけないで下さい。

容器は有りませんので、現在使用している、エタプラスの容器に詰め替えて使用します。

容器が空になったら、庶務に持って来てください。

＜研修案内＞

・第10回院内研修

日　時：令和2年3月25日（水）、30日（月）17:30～18:30
場　所：メンタル3階会議室
テーマ：｢退院支援・地域生活の支援について｣
講　師：藤原SGM

・看護グループ内研修
日　時：3月20日（金）16：30～17：00
場　所：病院2階　会議室
テーマ：アルコール伝達講習
対　象：全職員
講　師：松館Ns
・看護グループ内研修
日　時：3月24日（火）16：30～17：00
場　所：病院2階　会議室
テーマ：退院支援・地域支援
対　象：全職員
講　師：西山Ns
〈利用者様情報〉

デイケア　　
・成田　早希様　～1か月ぶりの来所となっている。近況を問うと、「仕事も家も変わりないです」とのこと。4月に親戚の見舞いに行く予定となっているが、新型コロナウイルスの影響もあるため、行く際には感染対策をして行きたいと発言している。仕事に関して、以前話していた就労先スタッフとの関係については「解決はしていないけど、大丈夫です。こんなもんかなと思って働いてます」と話している。表情も穏やかであり、出勤前に不調をきたすことも無いとのこと。また、就寝前薬が減薬となったが、体調不良無く経過している様子。プログラム中は、他利用者様と表情穏やかに会話したり、DVD観賞をして過ごしている。
・寺沢　彩様　　～本人より電話があり、昨日就労先の統括管理責任者と話す機会があり、気分の落ち込みを呈する事が続いている為頓服薬を処方してもらう事や精神科のかかりつけを市民病院から青南病院に変更した方が良いのではないかと言われたとの事。上記の件でどうしたら良いかと話しており、頓服薬は重症筋無力症と禁忌薬が多い為薬剤師に確認する事とし、かかりつけに関しては通院のしやすさや相談しやすい病院が良いと思う為少し考えてみるように助言している。「分かりました。ありがどうございます。」と言い、終話している。
・東海林　紀子様～本人よりスタッフへ相談あり。1週間前に旦那様（東海林　康之様）のパチンコへ行く回数が多い件について2人で話し合い、康之様が今後パチンコに行かないことを約束していたが、昨日パチンコに行った様子で昨夜再度話し合いを設けたとのこと。その際に、康之様が、一緒に居ない方が互いに幸せに生活できることや、現在の束縛が窮屈であることを淡々と発言し、勝手に市役所等に相談した際は離婚すること等を話していたとのこと。本日、来所してから双方で今後について検討する事としている。

　　　　　
<外来患者様情報>

・鈴木　真知子様：相変わらず時折帰宅要求が聞かれるときはあるが、無断離院には至っていない。漠然とした不調を訴えることはあるが、食事は摂れている。好きなものはしっかり食べる。処方継続。
・古舘　正行様：著変なし。時折独語きかれるが、興奮はない。4月から禁煙になるため徐々に本数を減らしているところ。処方継続。

・古川　富蔵様：大丈夫です、と。食事睡眠良好。先日37度台の微熱あり皮膚科受診。左下肢の蜂窩織炎の診断で内服薬が処方されている。発熱は内科を受診、カロナール処方となった。処方継続する

・木村　義重様：大丈夫です、と。特に困っていることはない。採血結果説明。胆道系酵素の上昇なく、本人より胆石の既往も聴取できず。ウルソは中止してみる。そのほか処方継続する
・津嶋　イチ子様：著変なく経過。調子は良いです、と話す。施設でも他者トラブルなどはないようである。睡眠とれており眠剤整理する。フルニトラゼパムを酸棗仁湯へ置換してみる

・横町　浩様：調子良いです、と。仕事も順調である、と話す。処方継続する。

・中村　与一郎様：漢方の服用方法を間違えてしまい無くなってしまったので早めに受診したという。半夏厚朴湯は3Pで継続してもらう。幻覚妄想の再燃もない。

・番沢　政勝様：本日の心電図検査結果は異状なし。血圧１１６/７４となっている。最近は、風邪をひいて寝込んでいた時期があったというが、今は回復してきているようである。熱は37度程度であったらしい。食事摂取はできていた。本日診察時は、全体的に安定していて疎通も良好である。精神症状面でも悪化はない。

・中村　鶴子様：最近の様子としては、「頭の空っぽ状態がまだ続いています」と話していることがある。仕事中はものをよく考えていると思われる。身体面では、鼻汁が生じることがまだあるらしい。夜間の睡眠は、眠られない日もあったというが概ねとれていた。仕事はやっていて楽しいという。ガスの温度を上げるのを忘れて、熱くならないと気付いて、途中でやり直していることがあるという。

・鎌田　慶一郎様：最近の様子としては、感情面では穏やかになってきて、スタッフからの話しかけにも笑顔で応えるようになっているという。まだ動作の緩慢さはあって、流涎も時に見られている。失禁は少なくなっていた。普段のプログラムも参加は続けていて、診察時も、それなりに充実していることを話している。ふら付きがある、ことは今回も話している。
・田向　玲美様：前回の検査結果について説明する。甘いものや油ものが多かったということでその食事のとり方について注意していく。最近の様子としては、家で母親との関係が今も良くないという。交際相手が家に入っていいかどうかを親に尋ねたところ、父親に反対されて、その際に父に暴言を吐いたところ、母からとがめられたらしい。精神症状面では幻聴はなかったという。花粉症ある。
